
介護予防センターと生活支援コーディネーターの連携事業

介護予防センター月寒 山口 美和
生活支援コーディネーター 水戸 広美

資料４

一部写真を加工しています



緑豊かで公園が多い。
地下鉄もあり、利便性が高い。
魅力的な人が多い。

・自主活動団体は１３団体

・民生委員や町内会で
活躍している人も参加

【特徴】
・元気で面倒見が良い人が多い。
・自主活動団体の参加者は介護予防教室やその他の介護事業にも積極的に参加。
・ボランティアや地域組織で活躍している人も多数。
・男性の参加者が少ないことや、冬期間の参加者数の減少が課題。



町内会がないから
ラジオ体操に参加
できない・・・。

きっかけ

➡西月寒団地



活動概要

１ 開催頻度
【ラジオ体操】
・7月25日～8月10日（夏休み期間）
（土日を除く平日は毎日実施）
【縁日風青空市】
・夏休み実施期間中、３回実施。

２ 実施場所
・団地駐車場

３ 活動内容
・団地６棟を対象としたラジオ体操による
多世代交流
・移動販売の誘致 子どもも元気にラジオ体操



意識して取り組んだポイント

住民が「楽しく」「無理なく」
取り組めるように後方支援を意識

高齢者と子育て世代の関わり
を意識

一回のイベントで終わらせない
ことを意識

【主体性】

【継続性】

【多世代交流】



活動の様子



取り組みにより住民が変化したこと

■ 介護保険に関する問い合わせ２件
■ 移動販売の継続の声が上がり住民自ら交渉し、月２回の運行が決定
■ 高齢者が住民の役に立ちたいとの思いから、講師役を担うことが決定
■ 住民の交流を継続したいとの思いから、新たな通いの場が立ち上がる

住民が団地の高齢化に関する課題について
考えるようになった

令和４年11月から立ち上がった、
ノルディックウォーキングのメンバー



課題と今後の展望

団地

団地へ

から



課題と今後の展望

高齢者への「支援」

高齢者が「活躍」
から



コンテスト受賞

私のまちの通いの場自慢コンテスト受賞

ご清聴ありがとうございました。


